
電中研レビュー第45号｢温暖化の解明と抑制｣をお届け

します。

観測された事実と客観的な科学研究から明らかにされ

た地球温暖化の進行を減速させ、予想される未曾有の異

常事態を回避するには地球規模での対策が不可欠です。

このレビューがお手元に届く頃には、温暖化防止の京

都議定書の批准に向けて種々の運用ルールを最終決定す

る気候変動枠組み条約・第７回締約国会議（COP7：

2001年10月29日から11月９日までモロッコのマラケシュ

で開催）も無事終了し、2002年の発効に向けた国内制度

の整備に全国民の叡智が結集していることでしょう。

有限な地球の環境と資源を上手に利用し、人間社会の

持続的発展を確実にする方法を確立することが、新しい

世紀の幕開けに人類に課せられた最重要課題になってお

ります。

温暖化問題への対応には、温暖化防止に向けた国内外

の制度作りなどの短期的・現実的課題と、温暖化の緩和

や適応のための様々な技術開発や社会システム設計など

の長期的課題に、総力をあげて取り組まなければなりま

せん。

本レビューでは、温暖化問題に関する当研究所の取り

組み姿勢や研究ポテンシャルを紹介しました。しかし、

問題が巨大なだけに一研究機関にできることは自ずと限

りがあります。逆に、それだけ挑戦甲斐のある問題でも

あります。これからも当研究所に課せられた課題に精一

杯取り組み、適宜、役に立つ情報の発信に努めたいと考

えておりますので、皆様のご理解とご鞭撻を賜りたいと

思います。

身に余るような巻頭言を寄せて下さったNCARの笠原

先生には当研究所の気候研究能力の向上に言葉では言い

尽くせないほどの暖かいご指導をいただきました。また、

研究ネットワークを通じて世界の大勢の方から温暖化研

究を推進するための｢パワー｣をいただきました。最後に

なりましたが、皆様に心から感謝いたします。
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